
16 Vision 2023

生産性向上への挑戦第4章



Vision 2023

第 4章　生産性向上への挑戦

17

１）プレキャスト技術の活用推進
　支間長45m以下のポストテンション方式の橋梁にお
ける工場製プレキャスト化比率は、2006年度以降、徐々
に上昇しているものの近年55％程度に留まっている。プ
レキャスト技術は、工期短縮・総労務者数の低減による
生産性向上効果に加え、労働災害発生確率も低減で
き、そして会員企業が所有するPC工場の十分な供給体
制を有効活用するためにも、プレキャスト化比率をさらに
高めていく。
　プレキャスト技術によって、①工期短縮・早期開
通による社会便益効果、②交通規制期間短縮による
外部コスト削減効果、③部材の薄肉化、④型枠転用、
⑤産業副産物の活用、⑥建設現場における地形整備
の最小化等のメリットが活かせる他、カーボン
ニュートラルへの推進にも大きく貢献できる。この
ような付加価値をアピールし、さらなるプレキャス
ト技術の活用推進に取り組んでいく。

２）プレキャスト技術の適正な評価手法の提案
　生産性向上を図る一環として平成30年に国土交通省
より「コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン」が発刊
された。今後、本ガイドラインの認知度の拡大を図ってい
くとともに、比較設計段階からプレキャスト化によって得ら
れる付加価値が適正な評価手法によって選定されるよう
に取り組んでいく。

１．プレキャスト技術推進による生産性の向上

（１）プレキャスト技術の活用

（PC建協HP 道路橋実績調査2006-2020より）（鉄道橋・海外物件除く）

※1 各工場の設備および労務体制を現状とした場合の生産能力    2021年度の実績

（出典：国土交通省「コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン」平成30年6月）

工場製プレキャスト化比率
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道路基本（予備）設計
１．計画の概要
　　 ・ 道路の計画概要
　　 ・ 橋梁の計画概要

２．橋梁とすべき必然性の整理
３．橋梁形式選定の手順の確認
４．付与条件の整理
　　・ 河川条件　 ・ 交差道路条件
　　・ 地形・地質条件

５．橋梁形式選定に係る留意事項の整理
６．橋長及びスパン割の設定
７．設計方針の決定

８．一次比較案の設定
９．一次比較案の評価地質調査

ボーリングの実施 10．二次比較案の選定

11．プレキャスト化の可能性検討

12．二次比較案の予備設計
13．二次比較案の評価

14．最適構造形式の選定

構造形式選定伺（橋梁形式決定）

橋梁の詳細設計

橋梁予備設計の範囲

3）Ｕコンポ橋の標準化による適用拡大
　PC建協では、平成29年の道路橋示方書に対応した
JIS A 5373 プレキャスト・プレストレストコンクリート製品
の「JIS設計・製造便覧」の改訂作業を適宜行いながら、
プレキャスト技術の支援や普及活動に取り組んでいる。ま

た、支間長20～45mでの中空床版橋や箱桁橋等の場
所打ちPC橋に替わるプレキャスト構造として、桁高を抑制
できるUコンポ橋の標準化を図り、各種条件に適用でき
るラインアップを用意することで60m以下の橋梁における
プレキャスト化比率100%を目指していく。

※ プレキャスト化比率＝工場製プレキャスト桁橋数／支間45m以下のポステトテンション橋数

※ 生産性指標＝完成工事高（円）／人工（人日）

生産性指標の推移
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生産性指標 建設デフレーターを考慮した生産性指標

　PC建協の調査によれば、PC工事における生産性指標
は、2017年度に対し2021年度は約15%上昇しているも
のの建設デフレーターを考慮した場合、約4%に留まって
いる。PC建協として、まだ十分な成果が得られていないこ
とから、引き続きプレキャスト技術やDXの推進等により生
産性向上を目指していく。
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より「コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン」が発刊
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２．DX推進による生産性の向上

Ｕコンポ橋の適用範囲

Uコンポ橋の概要図
 「JIS A 5373 設計・製造便覧」書籍一覧

道路橋用橋げた（通常橋げた）

道路橋用橋げた（軽荷重スラブ橋げた）

道路橋橋げた用セグメント

合成床版用プレキャスト板

道路橋用プレキャスト床版

令和2年8月

令和4年3月

令和4年7月

令和4年7月

令和5年度予定

設計・製造便覧　書籍名 発刊年月

3）Ｕコンポ橋の標準化による適用拡大
　PC建協では、平成29年の道路橋示方書に対応した
JIS A 5373 プレキャスト・プレストレストコンクリート製品
の「JIS設計・製造便覧」の改訂作業を適宜行いながら、
プレキャスト技術の支援や普及活動に取り組んでいる。ま

　これまでPC建協は、生産性向上に向けた取組みを
「i-Bridge」と称し、「プレキャスト化の推進」と「ICTの活
用」を２つの柱として活動し、ドローンによる3次元測量、
BIM/CIMへの取組み、遠隔臨場システムや自動緊張シ
ステム等を実用化してきた。これら建設時におけるインフ

ラの整備・管理の高度化に加え、さらなるDXを活用した
品質管理に取組んでいく。また、維持管理分野においても
インフラ機能を日常から確保できるよう「橋梁管理データ
ベース」を活用した道路管理者へのサポートや災害時の
問い合わせ等にも、DXを活用し迅速に対応していく。

た、支間長20～45mでの中空床版橋や箱桁橋等の場
所打ちPC橋に替わるプレキャスト構造として、桁高を抑制
できるUコンポ橋の標準化を図り、各種条件に適用でき
るラインアップを用意することで60m以下の橋梁における
プレキャスト化比率100%を目指していく。

場所打ち床版

U型プレキャストセグメント桁

PC板
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i-BridgeとインフラDX

　計画、設計から工場製作、施工、検査、維持管理に至
る一連の工程でICT・AI技術の活用の場が広がってお
り、PC建協会員企業は、積極的にICT・AI技術を活用し
てPC橋の生産性向上に取組んでいる。

（1）ICT・AI 技術の活用
　建設現場における生産性向上や働き方改革の促進を
目的として、国土交通省では2023年からすべての詳細設
計・施工にBIM/CIMを原則適用するとし、一部の高速道
路会社でも2025年から全面採用することが公表されて
いる。こうした状況も踏まえPC建協では、「BIM/CIM推
進・活用委員会」を発足し、自動製図、3D自動図化システ
ム、4D－CIM（時間軸追加）、5D－CIM（コスト軸追加）、
CIMデータと3D測量による施工計画への適用、プレキャ
スト部材の仮想空間での事前組立検証等への
BIM/CIMの活用を推進している。

（2）BIM/CIMの活用

BIM/CIM　幹線道路を交差する張出し施工モデル

BIM/CIM　箱桁橋のPC鋼材の配置モデル

3Dスキャナによる出来形計測システム

自動計測、遠隔地での管理システム

画像解析による配筋検査

内部情報発信システム「スマートブリッジ」の活用

管理者への通知

3Dスキャナによる出来形管理
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PC床版の鉄筋組立自動化システムPC床版の鉄筋組立自動化システムの全体概要図

　PC建協会員企業には、工場製品の製造の自動化への取組みとして、鉄筋
組立作業の自動化技術を開発している企業もある。これまで人力で行われて
いた鉄筋組立作業（鉄筋の供給・配置・結束）を、ロボットアーム等を用いた自
動化により、プレキャストコンクリート製品の生産性向上に寄与していく。

（3）ロボット化、自動化技術の活用

鉄筋架台

三次元カメラ付き
天吊りロボットアーム(2台)

鉄筋供給機コンベア

下筋結束用
ロボット

プレキャスト桁の３Dモデルイメージ

　JIS製品（プレテンション桁・PCコンポ橋セグメント桁およびPC板・プレキャスト床
版）等の標準的な３Dモデルを作成し、実構造物の設計や製造等の各種場面で有
効に活用できるように取り組んでいく。また、今後、生産性向上が見込まれる３Dモデ
ルを活用したプレキャスト製品の製造にも取組んでいく。

（4）３Dモデルを元に可能となる技術の活用

　PC工場では、繰返し作業が多いことから従来から比較
的機械化が進んでおり、プレテンションPC桁の自動緊張
装置、コンクリートの自動打込み、自動養生設備、プレハ
ブ鉄筋等も多くの工場で採用されている。さらに、プレキャ
スト部材の規格化、標準化が進めば、出来形の3D計測

（5）工場の生産性向上に向けた課題解決への提案

　PC橋の建設現場においては、国土交通省から発刊され
た「コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ鉄筋に
関するガイドライン」に従い、型枠・足場を兼用した埋設型
枠の採用や、プレキャストウェブ、プレハブ鉄筋の活用、省力
化技術を用いて生産性向上を図っている。また、一定規模
以上の工事においては、移動支保工架設、押出し架設、プ
レキャスト部材を用いたスパンバイスパン工法等、大型機材
による架設工法を採用して現場工程の効率化を図ること
で、生産性向上を推進している。

（1）現場での合理化施工

　PC建協では、コンクリート材料やPC鋼材の技術革新
に伴い、高強度・高流動コンクリートによる生産性向上、
および連続繊維などの新素材による軽量かつ高強度な
PC 鋼材の活用による生産性向上（鋼材配置量の低減、
緊張回数やグラウト作業の低減）を推進している。また、
維持管理の分野でも、グラウトの充填調査・再注入技術
の開発によりグラウト再注入工事においても生産性向上
に取組んでいる。

（2）新たな材料開発と活用

３．新技術活用による生産性の向上

移動支保工を用いた省力化施工 スパンバイスパン工法による省力化施工 新素材を用いた軽量かつ高強度PC鋼材

等の管理手法やロボット技術等の先端生産設備に対す
る投資が行える条件が整ってくる。さらなる生産性向上を
図りながらこれらの手法を実現するために各種規準類の
見直しや規制緩和についても提言していく。
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